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　日本は四季の移り変わりが明確で世界各地の中
でも日本人は感性が優れているといわれている。
また、日本製品の美的評価が世界で高く評価され
ている。自動車、家電の業界においても国内向け
の製品に最も気を使っている場合が多い。私は大
学教授時代、多くの技術開発について評価審査す
る経験をもった。その中に製品の美的評価に関す
るものも少なくなかった。　圧延鋼板の表面、塗
装鋼板表面の鮮映性等多くの技術開発に触れる機
会に恵まれた。この経験から、私が初代部門長を
務めた日本機会学会機械材料・材料加工門に「加
工材表面の美的評価に関する調査研究委員会」を
設置し、大学関係者、鉄鋼、自動車、化学、陶
器等の業界からの委員の協力を得て６年間活動を
行った。各委員の企業の協力により見学会、講習
会等を行い成果を得た。その中で企業各社は製品
の美的評価の向上に関し研究、開発を行っている
が発表されることは少なく、国内向け製品には特
に注意していること等が解り、検査方法において
も新技術の開発が続いており、これ等の分野では
日本が世界トップレベルにあると考えられた。
　また、成果を英訳する場合、美的評価に関する
ことばが英語の方が少なく十分に意味が伝わらな
いことも生じた。すなわち、美的評価に関する形
容詞対が日本語が約 150 あるのに対し英語は約
50 とされており、こういったことからも日本人
の感性がこまやかであることが伺えた。

   この調査研究員会は成果を得て設置期間を終了
し、解散したが、この活動の灯を消さぬようとの
要望もあり、財団法人　大谷美術館に大谷美術館
賞を設けこれ等の技術開発の優れた業績を表彰す
ることにした。　すなわち、「材料表面の美的評
価向上に関する優れた作品および顕著な技術、業
績に対し大谷美術鑑賞を授与し、その経緯、努力
を顕彰する」というものであり、主として形状を
評価する賞とは異なるものである。審査委員には
機会学会の調査研究委員会で経験を有する大学教
授にお願いしている。
   これまでの受賞業績の一例を紹介すると平成 18
年度の受賞業績に浅草寺　寶蔵門のチタンの屋根
がある。これは東京空襲により焼失した仁王門に
代わり昭和 39 年私の祖父大谷米太郎が寄進した
宝蔵門の老朽化に対応する改修工事にあたりこれ
までの瓦屋根をチタンに葺き替えたものである。
加工法、溶接性の向上とともに表面の美的評価の
向上したチタン板を開発した新日本製鐵と施工し
た清水建設ならびに（株）カナメの共同受賞であ
る。従来のものとほとんど見分けがつかぬほどの
仕上がりであり、瓦屋根の焼きむらも再現されて
いる。従来品に比して重さは約 1/20 となり、耐
震性が著しく向上したとされている。この評価か
ら引き続いて同寺本堂の屋根もチタン屋根に改修
される予定であり、本年２月着工の準備が進めら
れている。完成の暁にはチタン板の実用例として
大いに評価されるであろう。
　日本人の優れた感性と卓越した技術開発による
美的評価の向上は国際競争力の大きな柱として今
後予想される厳しい時代を進む原動力になること
を期待している。

（日本大学名誉教授、元副総長）

                        日 本 人 の 美 的 感 覚
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　燃料電池自動車の開発と社会へ
の導入は世界で進められており、我
が国でも自動車製造会社では燃料
電池自動車の開発が行われている
と共に、経済産業省等の諸官庁、新
エネルギー・産業技術総合開発機構
(NEDO) 他では燃料電池自動車の公
道走行や水素ステーションの建設
に係る社会的規制が検討されてい
る。( 財 ) 金属系材料研究開発セン
ター（JRCM）はその一環としての
高圧水素貯蔵に係る題記研究事業
の代表委託を務めており、産業技術
総合研究所は JRCM の再委託先と
して参画している。
   燃料電池自動車の 70MPa 級車
載容器の国際的な基準作成は第四
コーナーで、車載容器とそれに水素
を充填する水素ステーションの諸
元が固まりつつある。一方、世界各
地に 35MPa 級の水素ステーション
は既に建設されているのだが、何
れも試作段階であり、これらの建
設で開発した技術は将来の本格的
な 70MPa 級水素ステーションに貢
献することであろう。
　この度、これらの水素ステーショ
ンについて、中国、韓国を見学した
ので、水素ステーションの基本構成
である圧縮機と蓄圧器の特徴につ
いて紹介したい。なお、参考のため
欧州及び日本の水素ステーション
も併せて紹介する。

① 中国
　北京にある北京飞驰竞立制氢加
氢站（北京飛馳競立水素製造水素ス
テーション）と北京清能加氢站（北
京清能水素ステーション）、及び上
海にある上海安亭加氢站（上海安亭
水素ステーション）を訪問した。北
京飛馳競立水素ステーションは中
国で独自に建設されたもので、圧縮
機は隔膜式であるが、蓄圧器は绕帯
式と称するステンレス鋼ライナー
／鋼帯強化複合容器であり、鋼帯と
容器は溶接構造になっている。この
構造は中国で発展した構造である
と言う。一方、北京清能水素ステー

ションと上海安亭
水素ステーション
では、圧縮機は隔
膜式、蓄圧器はシー
ムレス鉄鋼容器で
ある。両水素ステー
ションでは同じ米
国の会社が圧縮機
を 製 作 し て お り、
内容も基本的に同
じである。後述す
るようにこの会社
は韓国でも水素ス
テーションの圧縮
機を製作していた。
  北京飛馳競立水素
ステーションの全
景 を 図 1 に 示 す。
右 の 方 の 青 字 で
H2 と 書 か れ た 白
い圧力容器が既設
の蓄圧器で、ベン
ガラ色の圧力容器が新規建設中の
蓄圧器である。内容積は共に 5m3

である。なお、この図には見えない
が、写真中央のステーション名を記
載した緑色の屋根の下にディスペ
ンサーがある。

② 韓国
　大田にある SK Energy 水素ステー
ションを訪問したが、北京清能水素
ステーションと同じ米国の会社が
圧縮機を製作しており、内容も基本
的に同じである。図 2 に SK Energy

水素ステーションを示
す。a は全景で、研究
所の敷地内にあり、公
道に面していない。b
は 4 本の赤く塗装され
たシームレス鉄鋼容器
による蓄圧器である。

③ 欧州
　欧州はドイツのハ
ンブルクにある Cute 
H y d r o g e n  S t a t i o n 
Hamburg（ キ ュ ー ト
プロジェクトによるハ
ンブルク水素ステー
ション）とアイスラン
ドのレイキャビクにあ
る Shell Hydrogen　 
Refueling Station（ ア
イスランド水素ステー
ション）を過去に訪問
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　　　　　　　　図１  北京飞驰竞立制氢加氢站
  　　                            （北京飛馳競立水素ステーション）
　　    （白い圧力容器が既設の蓄圧器、ベンガラ色の圧力容器が
　　     建設中の蓄圧器）

 　　　　　図 2　SK Energy 水素ステーション
　　                              （a: 全景、b: 蓄圧器）
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したが、両ステーションの施工会
社は同じ会社で、圧縮機は隔膜式、
蓄圧器は溶接構造である。
　ハンブルク水素ステーションを
図 3 に示す。a は水素ステーション
のうちの電解式水素製造装置と圧
縮機の入った建屋である。b はその
右隣にある蓄圧器で、右肩の挿入図
は蓄圧器頭部の拡大図で、矢印は溶
接線を示す。容器材料や容器内部構
造は不明である。

④ 日本
　日本では JHFC（水素・燃料電池
実証）プロジェクト及びその関連の
水素ステーションがあり、圧縮機
は隔膜式やプランジャー式、蓄圧器
はシームレス鉄鋼容器である。図 4
に市原水素ステーション（JHFC 協
賛ステーション）を示す。このス
テーションは、ガソリンスタンド併

設型として特徴のある水素ステー
ションである。a は全景を示し、手
前が水素ステーション、その向こう
がガソリンスタンドである。b は蓄
圧器で、シームレス鉄鋼容器による
蓄圧器である。
　これらの水素ステーションの概
略の諸元を表 1 に示す。これらの
諸数値は web や現地での調査から
得たもので、すべての数値が必ずし
も整合するわけではないことをお
断りしておく。このように水素ス
テーションは建設された地域に特
徴がある。その最大の相違点は蓄
圧器にあり、種類として欧州の溶
接型、米国や日本のシームレス型、
それに 中国の複合型である。蓄圧
器一台当たりの内容積としては、複
合型が一番大きく、シームレス型
が一番小さい。また、蓄圧器の合
計の水素貯蔵量で言えば、三グルー
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プに分かれ、ハンブルク水素ステー
ションが最大で、続いて増設後の
北京飛馳競立水素製造水素ステー
ション、アイスランド水素ステー
ション、上海安亭水素ステーション
が同程度で、続いて残りの水素ス
テーションが同程度であろう。欧州
の溶接型蓄圧器が数も増やして大
きな水素量を貯蔵する結果になっ
ているのだが、上述したように、こ
の材料や構造の詳細は不明であり、
今後 70MPa 級高圧水素貯蔵でどの
ようになるのか関心が高い。
　 水 素 ス テ ー シ ョ ン は 本 格 的 な
70MPa 級高圧水素貯蔵に向けての
開発が今後進むことになるのだが、
材料を含む高圧ガス技術に対する
世界各国の法的規制は様々で、車載
容器の高圧ガス部品の規制も含め
て国際的な規制の調和が必要では
ないかと考えられる。

                       図 3　Cute Hydrogen Station Hamburg
　（キュートプロジェクトによるハンブルク水素ステーション）
　（a: 電解式水素製造装置及び圧縮機の入った建屋、b: 蓄圧器、
　挿入図は蓄圧器頭部の拡大図で赤矢印は溶接線）

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表 1　　調査した水素ステーション

　
　                         　図 4　市原水素ステーション
　　          　（a: 全景、手前が水素ステーションで向こうは
　　        　　ガソリンスタンド、b: 蓄圧器）
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・学生の長期的な技術開発課題の創
出・展開を行うスキルを養うこと
を目的として、平成 20 年度は、そ
の事業立案とテキスト「技術経営
概論」（PPT 4 コマ）を作成。
・平成 21 年度は、１チーム学生
20 名ほど計２チームが、5 日間ほ
どの集中形式で、「技術経営概論」
受講の後、ケーススタディー（例：
鉄鋼技術戦略マップ）における長
期的課題の議論・提案を行い、解
決について創案するという演習を
実施する。
・試行後モニタリング結果をもとに
産・学協同してブラッシュアップ
し、平成 22 年度の第 2 次試行、自
立化につなげていく。( 徳納部長）
★「水素製造・輸送・貯蔵システ
ム等技術開発／水素ステーション
機器に関する研究開発／低コスト
型 70MPa 級水素ガス充填対応ス
テーション機器に係わる研究開発」
　平成 20 年度に FS を実施してき
た表記 NEDO 事業（参画団体：財
団法人石油産業活性化センター、日
本製鋼所、キッツ、山武、JRCM）が、
平成 21 ～ 22 年度にわたって継続
される予定となった。来る 2 年間
で、JRCM は、高圧水素ガスの高効
率車載充填とステーションの建設・
運転含めたトータルコスト低減に
資するべく、「高い耐高圧水素ガス
特性を有する SUS316L 並みの耐水
素性を具備した高強度素材の開発」
を目指す。（徳納部長）

○「鉄鋼材料の革新的高強度 ･ 高
機能化基盤研究開発」プロジェク
ト第 1 回シンポジウム開催
　平成 19 年度から５年間の計画
で、上記プロジェクトを推進して
おり、これまでの研究成果の公表
として第 1 回シンポジウムを 4 月
14 日、15 日に東京工業大学大岡山
キャンパスで開催いたします。高
強度鋼、高機能鋼の実用化拡大の
基盤となる ( １) 高級鋼厚板溶接部
の信頼性・寿命を大幅に向上する

■ 鉄鋼材料研究部
★「鉄鋼分野における産学人材育
成パートナーシッププロジェクト」
全体会議開催
    経済産業省平成 20 年度産学連携
人材育成事業（産学人材育成パート
ナーシップ事業 ” 鉄鋼分野における
産学人材育成パートナーシッププ
ロジェクト ”）の、第 3 回全体会議

（管理法人：JRCM、参画団体：東大、
阪大、東北大、九大、京大、新日鐵、
JFE スチール、住友金属、神戸製鋼
所、日新製鋼、大同特殊鋼、日鉄技
術情報センター、JFE テクノリサー
チ）を、2 月 13 日金曜日、JRCM
にて開催し、今年度の進捗状況及び
今後の展開について確認した。
①基礎教育プログラム：
・「高温冶金プロセス」、「加工・成
形プロセス」、「組織と特性」、「機
能と環境性能」について、14 コマ

（PPT15 枚程度／ 1 コマ）、計 800
枚程度のテキストを作成中。平成
20 年度末完成予定。
・平成 21 年度に試行し、試行後モ
ニタリング結果をもとに産・学協同
してブラッシュアップし、平成 22
年度の第 2 次試行、自立化につな
げていく。
②課題解決型・産学連携プラクティ
ス事業：
・すでに産側から 18 の現場課題
テーマを提示。平成 20 年度末まで
に、その中からの数テーマについ
て、産・学間のペアリング（２～３
件）を決定する。加えてテキスト「工
業生産概要」（PPT 5 コマ）も作成中。
・平成 21 年度に、学側教員の参画・
協力を得て、製鉄所で、選定テーマ
について学生による実践的現場実
態の把握、課題の見極めを行い、学
に持ち帰ってその解決に取り組む。
・試行後モニタリング結果をもとに
産・学協同してブラッシュアップ
し、平成 22 年度の第 2 次試行、自
立化につなげていく。
③課題解決型・開発マネージメント
育成事業：

活動報告 溶接施工・溶接材料技術及び金属組
織制御技術の開発、( ２) 部材の軽
量化を図るために強度、加工性等の
最適傾斜機能を付与する機械部品
鍛造技術の開発の成果につき報告
し、関連する分野の研究者及びユー
ザーの方々のご参加をいただき、活
発な議論、情報交流、啓発を通して、
プロジェクト研究開発の一層の高
度化を目指しております。
   詳細内容およびお申し込みにつ
きましては、JRCM ホームぺージ

（http://www.jrcm.or.jp/）を参照く
ださい。
○春季講演大会開催
　日本鉄鋼協会および日本金属学
会の春季講演大会が 3 月 28 日（土）
から 30 日（月）に東京工業大学大
岡山キャンパス（東京都目黒区大岡
山 2-12-1）にて開催されます。
詳細は以下のホームページをご覧
ください。
http://www.isij.or.jp/Koen/KoenPR
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jim/

  本号の巻頭言のご寄稿をいただきま
した大谷利勝殿が理事長を務める財
団法人大谷美術館では、毎年、材料
表面の美的評価に関する優れた作品
および顕著な技術、業績に対し、大
谷美術館賞を授与し、その経緯・努
力 を 顕 彰 し て い ま す。JRCM 会 員、
関連企業の方々の業績も受賞されて
います。
 ＜大谷美術館賞の受賞業績の例＞
　平成 18 年度受賞「チタン製段つ
き本瓦葺き屋根及び鬼瓦（浅草寺宝
蔵門）」（写真提供：新日本製鐵株式
会社殿）

  大谷美術館賞のご紹介

  お知らせ


